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2012年を迎えたが，各地で大雪に見舞われ，寒い冬が続いて

いる．「温暖化が進んでいる」と言われているが，一方では「氷

河期に向かっている」との意見も耳にする．どちらが本当なの

だろう？ 統計の取り方や地域によって専門家の意見が異なっ

ているらしい．

さて，本号では膵画像診断としてUS，CT，PET/CT，MRI，

EUS，ERCP，膵管鏡の最新動向について解説頂いた．確かに機

器の進歩は目覚ましく，これらを用いれば小膵癌の発見も難し

くないと思える．ただし，これら全ての検査を行うことは医療

経済的には難しく，患者の負担もある．また，どの検査を優先

し，どの所見が得られた場合に次に何の検査を行うか，が問題

となる．今までは検診を含め，最初に行われる検査法としてUS
が位置してきたが，現在までの成績では膵癌の早期発見に十分

寄与しているとは言い難い．他の検査法によるスクリーニング

法の構築が必要である．

CAPS Summitに参加して驚いたことがいくつかあった．ま

ず，画像診断法として本邦ではCTを重視している専門家が多

いのに対し欧米ではCTよりMRCPを重視している，USは話

題にすら上らず，ERCPは診断目的には行われていない，など

である．確かに，MRCPは造影剤を使用せず，DWIを加えるこ

とで膵癌発見に寄与する可能性がある．撮像時間の短縮と機器

のcost downが進めば検診の場にも利用する価値はありそう

である．一方，詳細な画像診断を得意としない欧米の医師から

膵癌のスクリーニングにEUSを推薦してきたことに最も驚い

た．ただ，心配なのは，彼らの言うEUSとは常にFNAを意識

するものであり，わずかな異常所見をみつけてどんどん穿刺す

るという手法が取られそうである．FNAは素晴らしい手技で

あるが，「癌陰性」と出た場合の対処が難しいことを忘れてはな

らない．そして，必ず播種の問題が出てくる．やはり，地域に

よって専門家の考え方に違いがあるということを改めて実感し

た．
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